
P１ 総合計画における未来投資計画

総合政策指針

未来投資計画

個別計画

２ 基本指針
⑴公⺠連携による成⻑戦略の推進
⑵コンパクトな都市構造の構築
⑶まちへの誇りが育まれていく社会づくり
⑷周辺都市との連携の推進

１ 将来都市像
⼀歩先の暮らしで三河を拓く中枢・中核都市 おかざき

３ 都市のグランドデザイン

４ 分野別指針
⑴暮らしを支える都市づくり
⑵暮らしを守る強靭な都市づくり
⑶持続可能な循環型都市づくり
⑷多様な主体が協働・活躍できる社会づくり
⑸健康でいきがいをもって活躍できる社会づくり
⑹⼥性と⼦どもがいきいきと活躍できる社会づくり
⑺誰もが学び活躍できる社会づくり
⑻商業と観光が成⻑産業となる地域経済づくり
⑼ものづくりが柱でありつづける地域経済づくり
⑽スマートでスリムな⾏政運営の確⽴

５ 分野別指針の主な取組み
P２〜P５

６ 未来投資パッケージ
P６〜P10

30年先の未来の⽬指す姿を実現す
る分野別指針に沿った投資
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第７次 岡崎市総合計画

R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会

まち・環境

ひと・社会

しごと・経済

⾏政・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ



多世代・多機能な骨太の集約連携型都市

森林における
地域経済活動の
活発化と

効率的な保全

農地・森林における
地域経済活動の活発化と

効率的な保全

地域電⼒⼩売会社や
⺠間企業との
一体による
ＣＯ2削減目標

達成に向けた取組み

地域経済循環や社会課題解決と
連動した環境⾏政

＜目指す姿＞

暮らしの質を高める都市基盤が
充実していくまち

市内へのしごと集積に
よる住宅需要への対応

市内交通の円滑化に向けた
公共交通のあり方や渋滞対策

・市内通勤者の市内居住や市外通勤者の縁辺部住宅需要の⾼まり
・まちづくり課題への対策の重要性の高まり

密集市街地等の
強靱化

中⼼部の⾼度利⽤や広域集客施設の
誘導等に結びつく規制

経済や社会との相関に
配慮した戦略的な都市政策 ＜目指す姿＞

災害に強いまち

＜目指す姿＞
災害時もスピード感をもった

復旧･復興･事業再建ができるまち

公共施設等の
更新周期を勘案した

合理的かつ
効果的な対策

自治体、エネルギー
インフラ会社、

ものづくり産業各社
との連携

災害情報に関する体制・機器の整備

統合的な被害想定・災害リスクに
もとづくインフラの強靱化

⑴ 暮らしを⽀える都市づくり

10年後の
社会状況

・市が主体の強靭化の進歩に伴い、これまで以上の地域・企業・
周辺⾃治体と⼀体的に⾏う強靭化対策の必要性の⾼まり

10年後の
社会状況

⑵ 暮らしを守る強靭な都市づくり

・経済活動の活発化に伴う市内⼈⼝流動の活発化
・⺠間企業との協働体制が構築

10年後の
社会状況

⑶ 持続可能な循環型の都市づくり

＜目指す姿＞

地域循環共生圏による
持続可能なまち

公共投資と⺠間投資のベストミックス

居心地がよく歩きたくなる
駅周辺部のまちなかの形成

自主防災活動組織の
育成・連携・支援

P２ 分野別指針の主な取組み ⑴〜⑶ まち・環境 R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会



地域共生社会の実現

・地域活動の主な担い手として期待される
前期高齢者数は2020年以降減少

・町内会ごとに年代別⼈⼝の偏在が発⽣

新技術の積極的な
導入、継続的な
協⼒体制を構築

支所地域の枠組みに
とらわれず

オンデマンドに支援

町内会はじめ多様な主体が
協働し地域課題を解決

＜目指す姿＞

担い⼿不⾜に負けない
安全安心なまち

⑷多様な主体が協働・活躍できる社会づくり

・価値観の多様化や多様性を受容する社会構造がこれまで以上に
拡大

・学びに対する重要度の⾼まり

＜目指す姿＞

それぞれに想い描く幸せや
活躍を実現できるまち

＜目指す姿＞

学校教育・社会生活の中で
岡崎愛が育まれていくまち

不登校の⽀援や
情報教育の充実

スポーツ活動の
推進

活⽤を⾒据えた
文化財の保護

自然科学研究
機構との

連携体制の検討

社会教育の
推進

「確かな学⼒」「やさしい⼼」
「健やかな体」を育む教育

⑺誰もが学び活躍できる社会づくり

10年後の
社会状況

・合計特殊出⽣率は全国・県内を上回る
・新たな雇用創出や社会環境の成熟によ
る⼦育て⽀援ニーズの更なる⾼まり

＜目指す姿＞

安心して楽しみながら
子育てできるまち

＜目指す姿＞

こどもがのびのびと
育つまち

放課後児童クラブや
子ども教室における

学校施設の活⽤と⺠間の参⼊

安定経営が⾒込まれる
公⽴保育園を

私⽴保育園に譲渡

⑹⼥性や子どもがいきいきと輝ける社会づくり

⼦育て中の⼥性が
働きやすい環境整備

＜目指す姿＞

誰もがいきがいや役割を
持って活躍できるまち

健康情報が得られる
仕組みの構築による
スマートウエルネス
シティの実現

地域共生社会の
構築を推進

医療連携体制の
本格稼働と
地域包括

ケアシステムの
連携体制強化

現役世代への健康⾏動の
取組みを強化

⑸健康でいきがいをもって活躍できる社会づくり

・これから10年間で前期⾼齢者の割合は
2％減少するが、後期高齢者は5％急増

・健康に対する意識･考え⽅･技術が変化

10年後の
社会状況

10年後の
社会状況

10年後の
社会状況

主体的に子育てできる
サポート体制

市⺠総活躍

学校体育施設の教育環境の充実と
教員の負担軽減、施設保有量の適正化

P３ 分野別指針の主な取組み ⑷〜⑺ ひと・社会 R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会



産業集積の促進

＜目指す姿＞

観光と商業機能が連動した
観光産業都市

⺠間イベント誘致による
コンテンツ充実

市内での活発な
商業活動の促進

エリア魅⼒・価値の向上

広域集客施設の
誘導

・既存産業の継続と新産業の融合
・⾼齢者・⼥性など潜在労働⼒の活躍

⑻商業と観光が成⻑産業となる地域経済づくり

＜目指す姿＞

ものづくり産業が地域経済の
柱であり続ける

市内への移転・進出を促す
候補地の整備

事業の多角化・重層化を
支援

＜目指す姿＞

市内での企業⽴地の促進

・⽣活の利便性が著しく向上
・商圏⼈⼝はじめ既存概念が⼤きく変化

10年後の
社会状況

⑼ものづくりが柱でありつづける地域経済づくり

10年後の
社会状況

潜在労働⼒（⾼齢者・⼥性など）の掘り起こし

歴史観光

＜目指す姿＞

誘客資源（コンテンツ）が
充実したまち

阿知和地区工業団地など
工業集積地の検討

イベント

商業機能の
集積

文化・学術イベント

Eスポーツ

オフイベント

官⺠連携による
通勤渋滞の解決国内観光誘客活動

の推進

潜在労働⼒の活⽤に
取り組む事業者の支援

潜在労働⼒の活⽤に
取り組む事業者の支援

景観
観光農園・
小売販売

大規模スポーツ
イベント

P４ 分野別指針の主な取組み ⑻〜⑼ しごと・経済 R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会



＜目指す姿＞

周辺都市を含めた
地域全体の支えとなるまち

サービスの
高付加価値化と
新技術活用
による効率化

新技術活用による
スマート自治体
への取組み推進

サービス提供主体の
適性化

広域的な共通課題を
連携して解決

・効率化・⾼度化・オンデマンドな対応が要求される

⑽スマートでスリムな⾏政運営の確⽴

10年後の
社会状況

⑴暮らしを⽀える
都市づくり

⑵暮らしを守る強靭な
都市づくり

⑶持続可能な循環型の
都市づくり

⑷多様な主体が協働・活躍できる
社会づくり

⑺誰もが学び活躍できる
社会づくり

⑹⼥性や⼦どもがいきいきと活躍できる
社会づくり

⑸健康でいきがいをもって活躍できる
社会づくり

⑻商業と観光が成⻑産業となる
地域経済づくり

⑼ものづくりが柱でありつづける
地域経済づくり

P５ 分野別指針の主な取組み ⑽ ⾏政・パートナーシップ

プラットフォーム・ビルダーへの転換 都市経営のスマート化

R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会



P６ 未来投資パッケージのアウトライン

一歩先のくらし 三河を拓く 中枢・中核都市 ⾏政・学研・商業機能の集積 新技術をまちづくりへ活用 利便性や先進性 三河地域の発展を牽引

公⺠連携 成⻑戦略 市場機会の創出 地域経済の活性化 暮らしを楽しむまち 市⺠・⺠間事業者に選ばれるまち
コンパクトな都市構造 人口ピーク上昇・先送り 投資・保全 都市の強靭化 集約連携型都市
まちへの誇り 未来を担う子どもたち 誰もが活躍 全世代が本市固有の資源を活用
周辺都市との連携 暮らしの拠点 広域的な共通課題の解決 共に発展していくための拠点

将来都市像
基本指針

キーワード群

相乗効果創出
トレードオフ緩和

＜まち・環境＞
未来のまちパッケージ

＜ひと・社会＞
未来のひとパッケージ

＜しごと・経済＞
未来のしごとパッケージ

＜⾏政・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ＞
未来のﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞ

 30年後の将来都市像実現に資する事業
環境・社会・経済の３側面の課題解決に資する分野・組織横断的な事業
地域の垣根を超える事業・地域間の還流を⽣み出す事業
他側面や他地域との関係において、“相乗効果創出”と“トレードオフ緩和”が図られる事業

パッケージ化して
指標設定・進捗管理

相乗効果創出
トレードオフ緩和

相乗効果創出
トレードオフ緩和

４つの未来投資パッケージ

岡崎版まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 岡崎版SDGｓ未来都市計画

アウトラインや指標を共有

新たな生活様式の普及による変革の加速

地域共生社会の

実現
市⺠総活躍

多世代・多機能な

骨太の集約連携型都市

公共投資と⺠間投資の
ベストミックス

産業集積の

促進

潜在労働⼒の

掘り起こし

都市経営の

スマート化

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
ﾋﾞﾙﾀﾞｰへの
転換

R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会



P７ 未来のまちパッケージ P８ 未来のひとパッケージ

＜目指す方向性＞
「分野別指針の主な取組み」から抽出

未来のまち
パッケージ

バック
キャスティング

バック
キャスティング

未来のひと
パッケージ

＜目指す方向性＞
「分野別指針の主な取組み」から抽出

【現状】

 都市の成熟に伴い、公共投資による施設整備も一定の水準を達成しつつある。
 新たな都市課題の顕在化や、新たな技術開発が進展している。
 地方創生やSDGｓ推進で公⺠連携気運が⾼まりつつある。

【事業例】

 東岡崎駅再開発事業
 優良建築物等整備事業
 中山間地域投資誘導事業
 各区画整理事業
 本宿駅周辺道路整備事業
 阿知和地区周辺道路整備事業
 交通ネットワーク構築事業 等

【他側面への波及効果】

（社会）コミュニティの若返り
（経済）経済活動のさらなる拠点化

【パッケージ概要】

「暮らしの質の向上」「居住の誘導」「⺠間事業の誘導」
につながる投資を促進

⺠間投資を積極的に誘導

⺠間投資の呼び⽔となる公共投資を促進

拠点をつなぐネットワークの構築

【参考指標】

再開発件数
交通利便性の高いまち（ｱﾝｹｰﾄ）

【現状】

 555の町内会組織が結束⼒をもって地域課題解決への取組みを⾏っている。
 20か所の地域包括支援センターが運営されている。
 新技術を活用しつつ多様性を受容する社会への変革が求められている。

【事業例】

 地域共⽣総合窓⼝設⽴事業
 岩津地域活動拠点施設整備事業
 健康づくり連携体制構築事業
 中央総合公園活用拡大事業
 令和の学びのスタンダード事業
 電子図書館サービス構築事業
 南公園再編事業 等

【他側面への波及効果】

（環境）まちづくりの担い手確保
（経済）市内経済活動の活性化

【パッケージ概要】

【参考指標】

社会増減・住み続けたいまち(ｱﾝｹｰﾄ)
合計特殊出⽣率・⼦育てしやすいまち(ｱﾝｹ)

多様な主体や個人の活躍できる社会の構築

活躍をオンデマンドに支援する体制の構築

活躍を支援する施設の整備・誘導・活用を促進

活躍の基礎となる健康や教育を促進

地域共生社会の

実現
市⺠総活躍

多世代・多機能な

骨太の集約連携型都市

公共投資と⺠間投資
ベストミックス

R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会



P９ 未来のしごとパッケージ P10 未来のパートナーシップパッケージ

バック
キャスティング

バック
キャスティング

未来のしごと
パッケージ

未来のパートナーシップ
パッケージ

＜目指す方向性＞
「分野別指針の主な取組み」から抽出

＜目指す方向性＞
「分野別指針の主な取組み」から抽出

産業集積の

促進

潜在労働⼒の
掘り起こし

都市経営の

スマート化

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾋﾞﾙﾀﾞｰ
への転換

【現状】

 工業団地の造成や、産業誘導地区(⼟地利⽤基本計画)の指定がなされている。
 投資効果により中⼼部への⼈通りが回復しつつある。
 愛知県は内閣府からスタートアップ・エコシステム拠点に認定された。

【事業例】

 阿知和地区工業団地造成事業
 本宿駅周辺地域拠点整備業務
 コンベンション施設整備事業
 スポーツツーリズム構築事業
 ナイトタイムエコノミー推進事業
 中小企業・勤労者支援構築事業
 新産業創出支援業務 等

【他側面への波及効果】

（社会）企業CSR・CBで地域課題解決
（環境）都市機能のさらなる拠点化

【パッケージ概要】

各産業の事業者の活動や進出を促進

ものづくり産業・広域商業を促進

MICEやツーリズムの推進と観光消費額の増加

学びなおし事業者との連携体制の構築

【参考指標】

小売業商品販売額
製造品出荷額等

【現状】

 様々なまちづくりのプラットフォームが構築されつつある。
 スマートシティなど先進技術活用の取組みに着手した。
 市事務⼿続きスマート化で、きめ細かな対応に⼈材をかけられる⾏政への転
換が始まっている。

【事業例】

 オンデマンド体制構築事業
 各プラットフォーム構築事業
 ⺠間事業者提案制度構築事業
 スマート自治体構築事業
 業務プロセスモデル構築事業
 周辺自治体パートナーシップ事業
 スマートシティ構築事業 等

【他側面への波及効果】

各側面の活動・連携基盤形成

【パッケージ概要】

【参考指標】

―

幅広く⺠間事業者とパートナーシップを確⽴・強化

プラットフォーム構築手法の一般化

公⺠相互に課題・対策を提案できる制度の構築

スマート化とオンデマンド化で人間中心の社会構築

R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会 R2.8.5 令和２年度第１回岡崎市総合政策指針審議会
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